
議案第５８号 

八幡浜市個人情報保護審議会条例の制定について 

標記条例を次のように制定する。 

令和４年１２月６日提出 

八幡浜市長 大 城 一 郎 

 

記 

八幡浜市個人情報保護審議会条例 

（設置） 

第１条 個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号。以下「法」と

いう。）に基づく個人情報保護制度の適正かつ公正な運営を確保するため、本

市に八幡浜市個人情報保護審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

 （定義） 

第２条 この条例において「実施機関」とは、八幡浜市個人情報の保護に関する

法律施行条例（令和 年条例第  号。以下「法施行条例」という。）第２条

第２項に規定する実施機関をいう。 

（所掌事務） 

第３条 審議会の所掌事務は、次のとおりとする。 

⑴ 法第１０５条第３項の規定により読み替えて準用する同条第１項の規定

による諮問に応じ審査請求について調査審議すること。 

⑵ 法施行条例第４条の規定による諮問に応じ調査審議すること。 

⑶ 法又は法施行条例の施行に係る重要な事項について調査審議すること。 

２ 前項に定めるもののほか、審議会は、個人情報保護制度に関する重要な事項

について、実施機関に対して意見を述べることができる。 

 （委員） 

第４条 審議会は、委員５人以内をもって組織する。 

２ 審議会の委員は、学識経験者のうちから市長が委嘱する。 

３ 審議会の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

４ 市長は、委員が心身の故障のため職務の執行ができないと認めるとき、又は

委員に職務上の義務違反その他委員として適しない非行があると認めるときは、
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その委員を罷免することができる。 

５ 審議会は、前条第１項に規定する調査審議のため必要があると認めたときは、

審査請求人、実施機関の職員その他関係者（同項第３号の場合にあっては、実

施機関の職員その他関係者）の出席を求めて意見若しくは説明を聴き、又は必

要な調査をすることができる。 

６ 審議会の委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も、同様とする。 

（調査審議手続の非公開） 

第５条 法第１０５条第３項の規定により読み替えて準用する同条第１項の規定

による諮問に基づき行う審議会の調査審議の手続は、公開しない。 

（答申書の送付等） 

第６条 審議会は、諮問に対する答申をしたときは、答申書の写しを審査請求人

及び参加人（行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第１３条第４項に規

定する参加人をいう。）に送付するとともに、答申の内容を公表するものとす

る。 

 （委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項

は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律

（令和３年法律第３７号）附則第１条第７号に掲げる規定（同法第５１条の規

定に限る。）の施行の日から施行する。ただし、附則第３項の規定は、公布の

日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に法施行条例附則第２条の規定による廃止前の八幡浜

市個人情報保護条例（平成１７年条例第２２３号）第３０条第１項の規定によ

り市に置かれた同項に規定する八幡浜市個人情報保護審議会の委員である者

は、この条例の施行の日（以下次項において「施行日」という。）に、第４条

第２項の規定による委嘱を受けたものとみなす。 

（準備行為） 
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３ 市長は、施行日前においても、第４条第２項の規定の例により、審議会の委

員の委嘱をすることができる。この場合において、その委嘱を受けた委員は、

施行日において同項の規定による委嘱を受けたものとみなす。 

 

提案理由 

個人情報の保護に関する法律に基づく個人情報保護制度の適正かつ公正な

運営を確保することを目的として、市に個人情報保護審議会を設置するため。 
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